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roads，Park一 buildings， p1ay ponds riVer sub　total
流量観測所
ingS，etC． pavement，etc grounds
道路，駐車場等 建物，歩道等 運動場 池 川 小　言十
Hanamuro－9awa 177 74 17．3 5．2 4．5 278
Uenomuro－Bashi
花室川上ノ室橋 （14．2） （6．O） （1．4） （O．42） （0．36） （22．3）
Hasunuma－9awa 161 57 1．0 2．4 6．6 228
Yachiyo－Bashi




StatiOn areaS areaS area
流量観頑■」所 造成地 水　　　田 畑・草地 林　　　地 小　　　計 流域合言十
Hanam・・o－9aw・ 482 1ユ3 239 134 968 1，246
Uenomuro－Bashi
花室川上ノ室橋 （38．7） （9．ユ） （．ユ9．2） （10．7） （77．7） （100）
Hasunuma－9awa 374 ユ26 481 277 ユ．258 1，486
Yachiyo－Bashi
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Hasunuma－9awa蓮　沼　川
































































































































































































































































































NAM［E　OF　SUB AREA INCLINATION lMPERVIOUS COMPACTED　　　RICE　FIELDS CULT工VATED PORESTS
BASIN AREAS AREAS AREAS








9 15 15 45 16
RU
工．43xユO’目
’ 一 1 ・（ユ／700） ■ ■













NAME　OF　SUB AREA INCLINATION IMPERVIOUS CO凡伊ACTED RICE　FIELDS CULTlVATED P℃RESTS
BASIN AREAS AREAS AREAS





ユ2 6ユ O O 27
Y2 7．99
5．88x　l　O’ヨ ］5 2ユ





（1／105） （5） （31） 9 37 18
R　Y
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工MPERVIOUS COMlPACTED RICE　FIELDS CULTIVATED FORESTS
AREAS AREAS AREAS
不浸透区域 造成地 水　・田 畑　・草地 林　　地
f
1
1．O　O O．20 O．O　O 0．15 O．10
R5a（mm） o．o 50．O 50．0 100．0 250．O
f　s。 1．O　O O．60 1．O　O O．60 0，40
COEFFICIENT　OF






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































水 田 0，025（．〃 ）
畑 ● 草 地 0．0067（” ）






造 成 地 120（〃）
水 田 50（〃）











造 成 地 （　〃　）0．3，　（　・　）1．O
水 田 （　〃　）0．0，　（　・　）1．0



















0．01 0，007，　　0．15， 0．35 （ユ／ユ0min）
0．i5 O，007，　0．0ヱ5， 0．035 （　〃 ）
1．00 O．007，　0，020， 0．040 （　〃 ）
0．70 0，007，　0，025， 0．035 （　〃 ）
















（1次流出率）1．0， （飽和流出率）　1．O （、念，（1等為） 0，993，0．997
（ ・　）0I2，（　〃　）　O．6 （ 〃 ）　O．33 ，0，71
（ ”　）0．O，（　〃　）　1．0 （ 〃 ）　0．50 ，O．75
（ 〃　）0．15，（　〃　）　O．6 （ 〃 ）　0．20 ，0．43
（ ・　）O．10，（　・　）　0．4 （ 〃 ）　D．70 ，O．43
αo，α1，α2は図4．3．工に該当する係数である．
可能，計算が複雑になる． 困難，単純に面積加算できるよう1ど，流出現象が大
きく異なる土地利用区域に分類する必要がある．
排水路網を単純化し，洪水追跡計算すること 河道モデルのパラメータを変えることによってモデ’
によって推算できると考えられる． ル化できると考えられる．
河道の洪水追跡計算によって推算している． 河道のタンクモデルと洪水遅れ時間とによってモデ
ル化できると考えられる．
良 良
良 良
本手法のように土地利用区域の分類を行った
等価粗度法では良となる．
良
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国立防災科学技術センター研究報告　第33号　1984年11月
5．おわりに
　種々の土地利用が混在する本試験地の花室川及び蓮沼川において，土地利用と流出の関係
について調べた．流出率，流出係数と土地利用の関係，特に不浸透面積率との問に明らかな
関係があることが見出された．土地利用を考慮した3種の流出モデルによる解析の結果，各
モデル共ハイドログラフの実測値と推定値は良い一致をみた．
　本報告に用いた流量は流域下流の観測所での値であり，各々の土地利用からの流出量は実
測されていない．今後は土地利用毎の流出量を観測し，土地利用毎の流出の特性をさらに確
定し，土地利用，地形，地質等の異なる他流域へ流出モデルを適用して都市域の流出予測の
精度向上に役立てて行く．
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